
別添１

令和8年2月10日

協議会名： 東京都地域間幹線系統確保維持協議会

評価対象事業名： 陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業(地域間幹線)

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

西東京バス株式会社
丹波山村役場線「奥多摩駅
～奥多摩湖～丹波山村役
場」

・「奥多摩駅～奥多摩湖～丹波
山村役場」を運行

・作成した沿線PR広告をホー
ムページで公開し、沿線施設・
店舗等の認知度向上を図るこ
とで新たな顧客層の獲得を
図った。
・乗降実績を確認可能なシステ
ムを活用し、利用の多い系統
や時間帯で増回を、利用の少
ない系統や時間帯では減回を
行い、収入・支出の両側面から
生産性の向上を図った。
・各種イベントに応じた臨時バ
スを運行した。
・沿線自治体と協議を重ね、自
治体要望の把握と運行の効率
化を図った。

B

災害等のやむをえない事由
以外で運休便が発生した日
はなく、事業は概ね計画通
り実行されたが、需要減に
より臨時運行便を削減した
ため計画通りの年間運行回
数は確保できなかった。

B

・令和５年度の収益率と比較
し、１％以上の改善が見られな
かったが、収益率が５０％以上
であった。
（令和５年度：５５.１％→令和７
年度：５４.７％）
・観光需要を考慮した運行回
数・運行時間帯・運賃の最適
化を図り沿線自治体と協議を
重ねたが、費用の増加に収益
の増加が追いつかなかった。
【収益】
令和５年度：１９，５６３千円
→令和７年度：２３，３１２千円
【費用）
令和５年度：３５，４９９千円
→令和７年度：４２，６０２千円

・周辺自治体と協議を重ね、周
辺地域を運行するその他系統
も含めた地域全体の運行回
数・時間帯の見直しを検討し、
引き続き観光需要を中心とした
旅客の取り込み及び経費削減
を図る。

西東京バス株式会社
鴨沢西線「奥多摩駅～奥多
摩湖～鴨沢西」

・「奥多摩駅～奥多摩湖～鴨沢
西」を運行

・作成した沿線PR広告をホー
ムページで公開し、沿線施設・
店舗等の認知度向上を図るこ
とで新たな顧客層の獲得を
図った。
・乗降実績を確認可能なシステ
ムを活用し、利用の多い系統
や時間帯で増回を、利用の少
ない系統や時間帯では減回を
行い、収入・支出の両側面から
生産性の向上を図った。

A

災害等のやむをえない事由
以外で運休便が発生した日
はなく、事業は計画通り実
行された。

A

・令和５年度の収益率と比較
し、１％以上の改善が見られ
た。
（令和５年度：５８.７％→令和７
年度：６９.２％）
・観光需要を考慮した運行回
数・運行時間帯・運賃の最適
化を図り、沿線自治体と協議を
重ねた結果、費用の増加率を
収益率の増加が上回った。
【収益】
令和５年度：１９，４０８千円
→令和７年度：４２，１０４千円
【費用）
令和５年度：３３，０６０千円
→令和７年度：６０，８７９千円

・周辺自治体と協議を重ね、周
辺地域を運行するその他系統
も含めた地域全体の運行回
数・時間帯の見直しを検討し、
引き続き観光需要を中心とした
旅客の取り込みを図る。

A

・令和５年度の収益率と比較
し、１％以上の改善が見られ
た。
（令和５年度：５３.０％→令和７
年度：５４.８％）
・観光需要を考慮した運行回
数・運行時間帯・運賃の最適
化を図り、沿線自治体と協議を
重ねた結果、収益増加と費用
減少の両側面で収益率向上に
貢献した。
【収益】
令和５年度：６３，３３３千円
→令和７年度：６７，０８８千円
【費用）
令和５年度：１３０，８０３千円
→令和７年度：１２２，４１６千
円

・周辺自治体と協議を重ね、周
辺地域を運行するその他系統
も含めた地域全体の運行回
数・時間帯の見直しを検討し、
引き続き観光需要を中心とした
旅客の取り込みを図る。

西東京バス株式会社
数馬線「武蔵五日市駅～数
馬」

・「武蔵五日市駅～人里～数
馬」を運行
・「武蔵五日市駅～払沢の滝～
数馬」を運行
・「武蔵五日市駅～やすらぎの
里～数馬」を運行

・作成した沿線PR広告をホー
ムページで公開し、沿線施設・
店舗等の認知度向上を図るこ
とで新たな顧客層の獲得を
図った。
・利用客の利便性を向上させ、
バス利用を促進するため鉄道
との接続について見直しを行
い、鉄道時刻表を考慮した運
行ダイヤの調整を行った。

B

災害等のやむをえない事由
以外で運休便が発生した日
はなく、事業は概ね計画通
り実行されたが、需要減に
より臨時運行便を削減した
ため計画通りの年間運行回
数は確保できなかった。
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地方運輸局等における
二次評価結果
（関東運輸局）

第三者評価委員会におけ
る各委員からの意見

西東京バス株式会社
藤倉線「武蔵五日市駅～藤
倉」

・「武蔵五日市駅～小岩～藤
倉」を運行
・「武蔵五日市駅～やすらぎの
里～藤倉」を運行

・作成した沿線PR広告をホー
ムページで公開し、沿線施設・
店舗等の認知度向上を図るこ
とで新たな顧客層の獲得を
図った。
・利用客の利便性を向上させ、
バス利用を促進するため鉄道
との接続について見直しを行
い、鉄道時刻表を考慮した運
行ダイヤの調整を行った。

B

災害等のやむをえない事由
以外で運休便が発生した日
はなく、事業は概ね計画通
り実行されたが、需要減に
より臨時運行便を削減した
ため計画通りの年間運行回
数は確保できなかった。

西東京バス株式会社
小岩線「武蔵五日市駅～小
岩線」

・「武蔵五日市駅～払沢の滝～
小岩」を運行
・「武蔵五日市駅～やすらぎの
里～小岩」を運行

・作成した沿線PR広告をホー
ムページで公開し、沿線施設・
店舗等の認知度向上を図るこ
とで新たな顧客層の獲得を
図った。
・利用客の利便性を向上させ、
バス利用を促進するため鉄道
との接続について見直しを行
い、鉄道時刻表を考慮した運
行ダイヤの調整を行った。

A

災害等のやむをえない事由
以外で運休便が発生した日
はなく、事業は計画通り実
行された。

・周辺自治体と協議を重ね、周
辺地域を運行するその他系統
も含めた地域全体の運行回
数・時間帯の見直しを検討す
る。
・経費削減を目的とした車両の
ダウンサイジングなど、交通
モードの見直しも含めた検討を
進める。

・事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施されている。目標・効果達成状況については、概ね目標を達成しており評価できる。結果の要因を分析し、需要
動向や事業の実施状況の把握に務めること。
・沿線PR広告の公開による認知度向上と新規顧客獲得、乗降実績に基づく系統・時間帯別の増減回、鉄道接続を踏まえたダイヤ見直し、並びに沿線自治体との
協議による運行効率化の取組を高く評価する。引き続き関係機関と連携を密に生産性向上の取組を実施することを期待する。
・広域な交通ネットワークの構築には、都県と市区町村の連携が重要であることから、さらなる連携を図り、引き続き利用状況等の需要動向の把握に努め、利用者
が使いやすい地域公共交通の確保・維持が図られることを期待する。

令和７年度地域公共交通確保維持改善事業第三者評価委員会における委員による以下の助言は、今後の取組を行う上で必要な観点であり、考慮されたい。
○公共交通を取り巻く環境は非常に厳しい状況が続いているため、都県と市区町村においてより連携を図っていただくことが重要。
○利用者は回復しているが収支が悪化している現状において、地域住民の需要動向を把握し、公共交通の位置づけを明確にした上で広域的な計画を検討してい
くことを期待する。

・令和５年度の収益率と比較
し、１％以上の改善が見られ
た。
（令和５年度：４８.０％→令和７
年度：５６.１％）
・観光需要を考慮した運行回
数・運行時間帯・運賃の最適
化を図り、沿線自治体と協議を
重ねた結果、費用減少に成功
し収益率が向上した。
【収益】
令和５年度：４２，９４０千円
→令和７年度：３２，０００千円
【費用）
令和５年度：８９，４２５千円
→令和７年度：５６，９９４千円

・周辺自治体と協議を重ね、周
辺地域を運行するその他系統
も含めた地域全体の運行回
数・時間帯の見直しを検討し、
引き続き観光需要を中心とした
旅客の取り込みを図る。

C

・令和７年度の収益率が５
０％未満であった。
（令和７年度：４５.７％）
・令和７年度より新たに補助
対象となる路線であり、前
年度以前の比較値は存在
しない。

A


